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◆ 村からのお知らせ　　　　　　　　　　     Ｐ 8 〜 9

　２月 18日、更別幼稚園で冬
まつりが開催されました。
　子どもたちは、保護者のみな
さんと一緒にお宝探しやそり滑
り、オセロゲームなどの種目を
楽しみ、園庭を元気いっぱいに
かけ回っていました。



　
震
度
５
弱
以
上
の
揺
れ
と
想
定
さ
れ

る
場
合
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電

話
な
ど
か
ら
流
れ
ま
す
。
速
報
が
流
れ

て
か
ら
強
い
揺
れ
が
来
る
ま
で
は
わ
ず

か
な
時
間
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

「
ま
さ
か
」に
備
え
る
地
震
対
策

◆
緊
急
地
震
速
報

　
本
村
で
は
平
成
15
年
９
月
26
日
に
発
生
し

た
十
勝
沖
地
震
で
震
度
５
強
を
記
録
す
る
な

ど
、
度
々
強
い
揺
れ
に
襲
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
村
の
防
災
計
画
で
は
、
今
後
起
こ
り

う
る
地
震
と
し
て
根
室
沖
や
十
勝
平
野
断
層

帯
主
部
な
ど
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
特
に
十

勝
平
野
断
層
帯
主
部
の
地
震
が
起
こ
っ
た
場

合
に
は
、
村
内
の
北
東
部
で
震
度
７
程
度
、

多
く
の
地
域
で
震
度
６
強
程
度
の
強
い
揺
れ

　
足
寄
町
か
ら
幕
別
町
忠
類
に
か
け
て

分
布
す
る
主
部
と
、
大
樹
町
か
ら
広
尾

町
に
か
け
て
分
布
す
る
光
地
園
断
層
で

構
成
。主
部
で
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８・

０
程
度
、
光
地
園
断
層
で
は
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７・
２
程
度
の
地
震
が
想
定

さ
れ
、
30
年
以
内
の
地
震
発
生
確
率
は

最
大
０・２
ま
た
は
０・４
％
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

◆
十
勝
平
野
断
層
帯

　
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
、
友
好
姉
妹
都
市
の
宮
城
県
東
松
島
市
な
ど
東

北
地
方
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
と
と
も
に
、
多
く
の
尊
い
命
が
犠
牲
と

な
っ
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
も
、
平
成
30
年
９
月
６
日
に
発
生
し
、
道
内
で
初
め
て
震
度
７

を
記
録
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
大
規
模
停
電（
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）は

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
日
頃
か
ら
備
え
て
お
く
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の

防
災
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　
電
気
や
水
道
、
通
信
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
止
ま
っ
た
と
き
で
も
自
力
で
生
活
で
き

る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
飲
料
水
や
非
常
食
な

ど
を
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
避
難
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
必

要
な
非
常
持
出
品
を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど

に
詰
め
て
お
き
、
す
ぐ
に
持
ち
出
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
寒
さ
の
厳
し
い
冬
の
間
は
、
停
電
に

よ
り
暖
房
器
具
が
使
用
で
き
な
く
な
る
可
能

性
を
想
定
し
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
や
使

い
捨
て
カ
イ
ロ
な
ど
の
防
寒
用
品
を
備
え
て

お
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

地
震
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
自
ら
の
身
の
安
全
を
守
る
た
め
、
日
頃

か
ら
備
え
ま
し
ょ
う
。

■
地
域
の
避
難
場
所
や
避
難
経
路
、
家
族
の

　
集
合
場
所
や
連
絡
方
法
を
確
認
す
る
。

■
建
物
の
補
強
や
家
具
の
固
定
を
す
る
。

■
防
災
無
線
の
戸
別
受
信
機
の
受
信
状
況
を

　
点
検
す
る
。

■
火
気
器
具
の
点
検
や
火
気
周
辺
の
可
燃
物

　
に
注
意
し
、
消
火
器
を
用
意
す
る
。

■
地
域
の
防
災
訓
練
に
進
ん
で
参
加
す
る
。

■
隣
近
所
や
親
族
、
知
人
と
地
震
時
の
協
力

　
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

■
保
険
や
共
済
な
ど
生
活
再
建
に
関
す
る
備

　
え
を
行
う
。

▼
貴
重
品

　
現
金
や
通
帳
、
印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
母

　
子
健
康
手
帳
な
ど

▼
非
常
用
食
品

　
缶
詰
や
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、

　
乾
パ
ン
、
粉
ミ
ル
ク
、
水
な
ど

▼
衣
類

　
下
着
や
ト
レ
ー
ナ
ー
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
タ

　
オ
ル
、
軍
手
な
ど

▼
道
具
類

　
缶
切
り
や
栓
抜
き
、
割
り
ば
し
、
ロ
ー
プ

　
な
ど

▼
電
気
器
具

　
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
、
充
電
器
、
モ

　
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
、
乾
電
池
な
ど

▼
救
急
・
衛
生
用
品

　
ば
ん
そ
う
こ
う
や
消
毒
液
、
包
帯
、
常
備

　
薬
、
生
理
用
品
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

　
な
ど

非
常
持
出
品
の
例

備
蓄
品
の
例

▼
調
理
器
具

　
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
な
ど

▼
洗
面
具

　
歯
ブ
ラ
シ
や
タ
オ
ル
な
ど

▼
暖
房

　
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
や
使
い
捨
て
カ
イ

　
ロ
、
燃
料
な
ど

▼
水

　
飲
料
水
は
１
人
あ
た
り
１
日
約
３
リ
ッ
ト

　
ル
が
目
安

▼
食
品

　
ご
飯
（
ア
ル
フ
ァ
米
な
ど
）
や
レ
ト
ル
ト

　
食
品
、
カ
ッ
プ
麺
な
ど
保
存
期
限
の
長
い

　
も
の

　
最
低
で
も
３
日
分
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な

ど
の
感
染
症
対
策
と
し
て
、
次
の
も
の
を
備

え
て
お
く
こ
と
も
有
効
で
す
。

▼
手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル

▼
マ
ス
ク

▼
体
温
計

　
緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
た
と
き
は
、

ま
ず
身
の
安
全
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

　
揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
、
情
報
の
入
手
な
ど

周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

　
避
難
が
必
要
な
場
合
は
、
電
気
の
ブ
レ
ー

カ
ー
を
切
り
、
荷
物
は
最
小
限（
非
常
持
出

品
）に
し
て
、
交
通
の
混
乱
を
避
け
る
た
め

原
則
徒
歩
で
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
防
災
計
画
や
防

災
の
し
お
り
、
防
災
マ
ッ
プ
を
公
開
し
て
い

ま
す
。
地
震
災
害
の
ほ
か
、
風
水
害
な
ど
に

関
す
る
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

に
襲
わ
れ
、
最
も

大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

家
庭
や
地
域
の
み
な
さ
ん
で

活
用
く
だ
さ
い（
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
込
む
と
ペ
ー
ジ
が

表
示
さ
れ
ま
す
）。

避
難
場
所
と
避
難
所

　
避
難
場
所
は
、
災
害
の
危
険
か
ら
命
を
守

る
た
め
緊
急
的
に
避
難
す
る
場
所
で
、
避
難

所
は
、
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方
を
受

け
入
れ
、
一
時
的
に
滞
在
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
施
設
で
す
。

▼
避
難
場
所

　
役
場
駐
車
場
、
更
別
運
動
広
場
、
各
学
校

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
。

▼
避
難
所

第
１
避
難
所
、
第
２
避
難
所
、
第
３
避
難

所
の
順
に
開
設
し
ま
す
。

・
第
１
避
難
所

　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
第
２
避
難
所

　
福
祉
の
里
総
合
セ
ン
タ
ー（
※
水
害
時
を

　
除
く
）、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
上

　
更
別
福
祉
館

・
第
３
避
難
所

　
ふ
る
さ
と
館
、柔
剣
道
場
、農
業
者
ト
レ
ー

　
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど

■住宅を建てるときはご連絡を！
　役場からおおむね 1.5km以上離れると、外部アンテナの設置と屋内への配線工事が必要となる場合があ
ります。また、距離が近くても建物や周囲の状況により外部アンテナの設置が必要となる場合があります。
建築時に配線の工事をされることをおすすめしていますので、事前にご相談ください。

■戸別受信機が不調のときは 
・戸別受信機で放送が聞こえない場合や途中で止まる場合は、受信機についている銀色の
　アンテナを伸ばしたり、向きを変えてみてください。また、受信機の設置場所をできる
　だけ窓に近い場所に変えることをおすすめします。
・パソコンや電子レンジなどの家電製品からはできるだけ離して設置してください。
・携帯電話の充電器と同じ電源タップの使用を避けてください。
・外部アンテナを設置している場合は、アンテナが折れていないかご確認ください。
・不調が続く場合は、総務課へご連絡ください。ご自宅へ調査に伺います。

●問い合せ　総務課庶務係　☎ 52-2111
■緊急放送時は自動的に最大音量になります

災害時に備えて！
村では、災害時の緊急連絡や行政情報をみなさんにお知らせす
るために防災無線を運用し、戸別受信機を貸出しています。
　設置や利用について、みなさんのご協力をお願いします。

防 線無災

想
定
さ
れ
て
い
る
地
震

身
の
安
全
を
守
る
た
め
に

備
蓄
品
と
非
常
持
出
品

地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
は

23



みんなで作ろう！マイナンバーカード
マイナンバーカードでできること
　個人番号を証明する書類のほか、本人確認の際の公的な身分証明書として利用できます。
そして、個人番号の提示と本人確認が同時に必要な場面では１枚で済む唯一のカードです。
　パスポートの新規発給や金融機関での口座開設など、さまざまな場面で活用できます。

QRコード付き交付申請書が送付されています
　まだマイナンバーカードをお持ちでない方に、カードの申請に必要な「マイ
ナンバーカード交付申請書 (QRコード付き)」が地方公共団体システム機構よ
り順次送付されています。交付申請書の右下にあるオンライン申請用QRコー
ドをスマートフォンなどで読み取ることで、簡単にオンライン申請ができます。
この機会にぜひマイナンバーカードを作ってみませんか？
　なお、申請からカードの受け取りまでには１か月程度かかります。マイナポ
イントの申し込みを検討されている方はお早めの申請をおすすめします。

　カードの申請に必要な顔写真は、職員が専用のタブレット端末を
使用して撮影し、オンライン申請手続きをお手伝いします。
●時間
　９時00分から17時00分まで(※土・日・祝日、年末年始を除く)
●場所
　住民生活課戸籍窓口係 (役場１階 )　☎ 52-2112
●持参いただくもの
・QRコード付き交付申請書
・本人確認書類 (運転免許証など顔写真付きのもの )
・通知カード　
・住民基本台帳カード (お持ちの方 )

カードの申請をサポートしています

マイナポイントの事業期間が延長されました
　３月末までにマイナンバーカードの申請をした方はマイナポイントの対象となります。カードの受け取り後に
ポイントの予約・申し込みを行い、今年９月末までにチャージまたはお買い物をすると、上限5,000円分(付与率
25％)のポイントを受け取ることができます。
※すでにマイナンバーカードを取得されている方も期間延長の対象となります。

　マイナンバーカードをお持ちの方が、日頃利用しているキャッシュレス決済サービスの中か
ら１つを選んで申し込み、選んだ決済サービスでチャージやお買い物をすると、ポイントをも
らうことができる国の消費活性化事業です。

マイナポイントとは？

詳しくは……
　マイナンバーカード総合サイト　　https://www.kojinbango-card.go.jp/
　マイナポイント事業　　　　　　　https://mynumbercard.point.soumu.go.jp/
　マイナンバー総合フリーダイヤル　☎ (0120)95-0178

巡回狂犬病予防注射のお知らせ

　3,240 円 ( 注射済票交付手数料含む )
※おつりがないようにご用意ください。

❷料金

　犬の登録をしているみなさんへ３月下旬に郵送します。当日忘れずに持参してください。
※会場の混雑を避けるため、注射済証を持参いただいた方から順に受付します。
※注射済証を紛失した場合は再発行しますので、４月 13日 ( 火 ) までに住民生活課へお越しください。

❸狂犬病予防注射済証

◆犬も注射を受けるときは緊張します。逃げ出さないように必ずリードなどを付けてきてください。
◆新型コロナウイルス感染症対策として、会場の混雑を避けるため、新規登録や登録事項の変更手続きは事
　前に住民生活課にて済ませるようご協力をお願いします。

❹その他

　
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
村
で
は
多
く
の
犬
が
飼
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
放
し
飼
い
や
糞
の
放
置
な
ど
の
苦
情
・
相
談
が

役
場
に
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
人
と
犬
が
と
も
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
飼
い
主
と
し
て
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
犬
の
所
有
者
は
、
法
律
に
よ
り
犬
を

取
得
し
た
日（
生
後
90
日
以
下
の
犬
を

取
得
し
た
場
合
は
、
生
後
90
日
を
経
過

し
た
日
）か
ら
30
日
以
内
に
犬
を
登
録

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
登
録

時
に
発
行
す
る
鑑
札
は
首
輪
な
ど
を

使
っ
て
犬
に
装
着
し
て
く
だ
さ
い
。

　
狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
、
生
後
91
日

以
上
の
犬
に
毎
年
必
ず
受
け
さ
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
注
射
を
受

け
た
後
に
は
注
射
済
票
を
発
行
し
ま
す

の
で
、
鑑
札
と
同
じ
く
犬
に
装
着
し
て

く
だ
さ
い
。 登

録
と
予
防
注
射
を

忘
れ
ず
に
！

●
問
い
合
せ

　
住
民
生
活
課
環
境
衛
生
係

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

愛
犬
と
一
緒
に
暮
ら
す
た
め
に

愛
犬
と
一
緒
に
暮
ら
す
た
め
に

　
散
歩
の
と
き
は
必
ず
リ
ー
ド
な
ど
で

つ
な
ぎ
、
逃
げ
出
し
た
り
周
り
の
人
に

危
害
を
加
え
た
り
し
な
い
よ
う
に
管
理

し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
糞
を
排
せ
つ
し
た
と
き
は
持

ち
帰
り
、
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
適
切

に
処
理
を
し
ま
し
ょ
う
。
ト
イ
レ
に
流

す
と
、
詰
ま
り
や
下
水
処
理
施
設
の
故

障
の
原
因
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

後
始
末
は
飼
い
主
が

責
任
を
持
っ
て
！

　
犬
の
放
し
飼
い
は
近
隣
住
民
な
ど
多

く
の
人
へ
迷
惑
を
か
け
る
行
為
で
す
。

犬
は
必
ず
つ
な
い
で
お
く
か
、
檻
の
中

や
室
内
で
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。

放
し
飼
い
は
絶
対
に

ダ
メ
！

　
人
や
家
畜
な
ど
に
危
害
を
加
え
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
飼
っ
て
い
る

犬
が
い
な
く
な
っ
た
と
き
や
迷
い
犬
を

発
見
し
た
場
合
は
、
住
民
生
活
課
に
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

迷
い
犬
や
野
犬
は

連
絡
を
！

場　所 時　間
勢 雄 区 会 館  9 :20 ～ 10:00
旭 区 会 館 10:15 ～ 10:50
更別東区会館 11:00 ～ 11:20
南更別区会館 11:30 ～ 11:50
上更別消防会館 13:15 ～ 14:00

十勝農業共済組合更別家畜診療所 14:20 ～ 15:00

　４月 14日 ( 水 )
場　所 時　間

更 南 区 会 館  9 :20 ～ 9 :50
昭 和 区 会 館 10:00 ～ 10:30
更 生 区 会 館 10:40 ～ 11:10
上更別南区会館 11:20 ～ 11:50
更 別 区 会 館 13:20 ～ 13:50

十勝農業共済組合更別家畜診療所 14:10 ～ 15:00

　４月 15日 ( 木 )
❶実施日時 ※昨年度から変更があります。
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　全国的に自殺者の減少傾向が続いていましたが、新型コロナウイルスの感染が拡大した昨年は増加に転じました。
自殺の要因となり得る雇用や暮らし、人間関係、将来への不安などの問題が悪化しており、社会全体の自殺リスク
が高まっています。中でも女性の自殺者増加は顕著で、小中高生では過去最多となっています。
　自分の心の状態や身近な人の異変に気づき、周りの親しい方もSOSに気づいてあげることが大切です。

からだのサイン

めまいや耳鳴りがする

食欲がなくなる、または食べ過ぎる

寝つきが悪い、夜中や朝方に目が覚める

肩こりや頭痛、腹痛などの痛みがある

こころのサイン

気分が沈み、やる気がなくなる

人付き合いが面倒になる

急に涙が出てくる

不安や緊張が高まる

家族や仲間の変化に気づ

いて、声をかける

家族や仲間の言動・体調の変化に敏感になり、相
手の周りへのサインになるべく早く気づきましょ
う。

気づき
本人の気持ちを尊重し、

耳を傾ける

相手の気持ちを否定したり、励ましをすると逆効
果。気持ちを尊重・共感した上で、相手を思う気
持ちを伝えましょう。

傾　聴

早めに専門家に相談する

よう促す

心の病気や社会・経済的な問題を抱えているよう
なら、本人に理解のある家族や友人などキーパー
ソンと連携し、専門家への相談につなげましょう。

つなぎ
温かく寄り添いながら、

じっくり見守る

体や心の健康状態について、自然な雰囲気で声を
かけて、焦らずに優しく寄り添いながら見守りま
しょう。

見守り

【こころの相談に関する窓口】
相談窓口 電話番号 受付時間

保健福祉課保健推進係           ☎ 53-3000 平日８時 30分～17時 15分

北海道いのちの電話
☎ (011)231-4343 24 時間 365日対応

☎ (0120)783-556 毎月 10日に 24時間開設

よりそいホットライン ☎ (0120)279-338 24 時間 365日対応

自殺対策強化月間
ロゴマーク

３月は『自殺対策強化月間』です３月は『自殺対策強化月間』です

気持ちや体調の異変は、体から発せられる危険信号です。自分のストレスサインに気
づき、早めに対処することで深刻な事態になることを未然に防ぐことができます。

もしもに備えて

赤十字奉仕団が研修会を開催
老人保健福祉センターで村赤十字奉仕団の研修会が開か
れ、団員のみなさんが参加しました。
　今回は「応急手当の基礎知識と救命措置」と題して、更
別消防署の職員を講師に、応急手当の方法をDVDで確認
した後、感染症の流行を踏まえた心肺蘇生法の実施につい
て学び、講話の後にはご飯やスープなどの非常食が配布さ
れました。
　参加したみなさんは、講話に熱心に耳を傾け、疑問に思っ
たことを尋ねて知識を深めていました。

献血を実施します
　輸血用の血液が大変不足
しています。輸血を必要と
している方々のために、み
なさんのご協力をお願いし
ます。

　感染症対策として、必ずマスクの着用をお願い
します。また、献血会場の入口では、体温測定の
ほか手指消毒にご協力ください。

お願い

　住民生活課住民活動係 ☎ 52-2112

問い合せ

日時・場所
　３月29日 (月 )
・９時30分～11時30分　
・13時00分～14時30分　
・15時00分～16時30分　ＪＡさらべつ駐車場

役場前駐車場

各課・施設の電話／メールアドレス →　総　務　課　☎ 52 − 2111　　soumu@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　企画政策課　☎ 52 − 2114　　kikaku@sarabetsu.jp

住み良いまちづくりのために
　村には24の行政区があり、地域のさまざまな課題の解決にみなさんのご協力をいただいています。

　お祭りやスポーツ大会などを通じてみなさんが世
代間で交流を深めることは、住み良いまちにしてい
くために欠かせない活動です。

ふれあいのまちづくり

　快適なまちづくりのため、各行政区内の道路・公
園の清掃や草刈といった維持管理活動のほか、村環
境美化推進協議会の「花いっぱい運動」で景観の美
化活動を行っています。

きれいなまちづくり

　各行政区では、行政区内の活動をより円滑にするために「町内会」が組織されています。
　転入により町内会に新たに加入する場合や村外に転出するために退会する場合は、お住まいの地域の行政区長な
どの役員に連絡してください。村内での転居により町内会が変わる場合は、転居前後それぞれの行政区の役員に連
絡をお願いします。

転入・転出するときは

　日頃から連携し交流を深めることは、災害が起
こった場合など、いざというときの助け合いや安否
の確認に重要になります。

地域で助け合い

●問い合せ　住民生活課住民活動係　☎ 52-2112

　空き巣や車上狙い、子どもを狙った犯罪などを防
ぐため、防犯旗の設置などの活動を実施しています。

安心安全なまちづくり
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④
厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
な

　
ど
に
加
入
し
て
い
な
い
方

　
ま
た
、
年
金
の
受
給
期
間
を
満

た
し
て
い
な
い
65
歳
以
上
70
歳
未

満
の
方
や
、
外
国
に
居
住
し
日
本

国
籍
を
持
つ
65
歳
以
上
70
歳
未
満

の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
原
則

口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

帯
広
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
☎
25
・
８
１
１
３

　
住
民
生
活
課
戸
籍
窓
口
係

　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

令
和
３
年
度
に
課
税
さ
れ
る
固

定
資
産
税
の
内
容
を
記
載
し
た
帳

簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。
縦
覧
で
き

る
方
は
、
固
定
資
産
の
所
有
者
と

納
税
管
理
人
な
ど
の
関
係
者
で
す
。

●
縦
覧
期
間

４
月
１
日（
木
）〜
８
月
２
日（
月
）

●
縦
覧
場
所

　
住
民
生
活
課

住
民
生
活
課
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）を
含
ん
で

い
る
珪
藻
土
バ
ス
マ
ッ
ト
・
コ
ー

ス
タ
ー
な
ど
は
、
販
売
者
が
回
収

し
て
い
ま
す
。
対
象
商
品
や
回
収

方
法
に
つ
い
て
は
、
販
売
者
へ
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
通
常
の
使
い
方
で
は
健
康
上
の

問
題
を
生
じ
さ
せ
る
恐
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
削
っ
た
り
割
っ
た
り

し
た
場
合
は
石
綿
が
飛
散
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
破
損
し
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

住
民
生
活
課
環
境
衛
生
係

☎
52
・
2
1
1
2

　
財
政
・
金
融
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
と
し
て
活
躍
す
る
財
務
専
門
官

を
募
集
し
ま
す
。

●
受
験
資
格

①
平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

②
平
成
12
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
れ
の
方
で
次
に
該
当
す
る
方

・
大
学
を
卒
業
し
た
方
、
令
和
４

65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
老
齢
基

礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な

る
ま
で
40
年
間
保
険
料
を
収
め
る

と
、
満
額
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

し
か
し
、
60
歳
ま
で
に
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
資
格
を
満
た
し
て

い
な
い
場
合
や
、
40
年
の
納
付
済

期
間
が
な
い
た
め
に
満
額
の
受
給

が
で
き
な
い
場
合
な
ど
に
よ
り
年

金
額
の
増
額
を
希
望
さ
れ
る
と
き

は
、
60
歳
以
降
で
も
国
民
年
金
に

任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
申
し
出
の
あ
っ
た
月
か

ら
の
加
入
と
な
り
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
任
意
加
入
で
き
る
方
は
、
次
の

条
件
を
全
て
満
た
す
方
で
す
。

①
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
か

　
ら
65
歳
未
満
の
方（
60
歳
の
誕

　
生
日
の
前
日
よ
り
手
続
き
で
き

　
ま
す
）

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
支

　
給
を
受
け
て
い
な
い
方

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
保

　
険
料
の
納
付
月
数
が
４
８
０
月

　
（
40
年
）未
満
の
方

　
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

　
る
見
込
み
の
方

・
短
大
ま
た
は
高
専
を
卒
業
し
た

　
方
、
令
和
４
年
３
月
ま
で
に
短

　
大
ま
た
は
高
専
を
卒
業
す
る
見

　
込
み
の
方　

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

　
３
月
26
日（
金
）９
時
00
分
〜

　
４
月
７
日（
水
）受
信
有
効

http://www.jinji-shiken.go.
jp/juken.htm

l

●
第
１
次
試
験

　
６
月
６
日（
日
）

北
海
道
財
務
局
人
事
課
人
事
係

☎
０
１
１・７
０
９・２
３
１
１

●
任
用
ま
で
の
流
れ

①
北
海
道
教
育
庁
代
替
教
職
員
応

　
募
・
任
用
シ
ス
テ
ム
に
登
録

②
道
教
委
か
ら
欠
員
の
状
況
に
応

　
じ
て
連
絡

③
面
接
選
考

④
任
用

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
応
募
で
き
ま

す
。詳
し
く
は
、「
道
教
委　
任
用
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

北
海
道
教
育
委
員
会

　
教
職
員
課
小
中
学
校
人
事
係

☎
０
１
１・２
３
１・４
１
１
１

く
意
欲
が
あ
る
高
年
齢
者
が
そ
の

能
力
を
十
分
に
発
揮
し
活
躍
で
き

る
よ
う
、
環
境
の
整
備
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
「
高
年
齢
者
等
の
雇

用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律（
高

年
齢
者
雇
用
安
定
法
）」
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
65
歳
ま
で

の
雇
用
確
保（
義
務
）に
加
え
、
65

歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
を

確
保
す
る
た
め
、
高
年
齢
者
就
業

確
保
措
置
と
し
て
、
次
の
い
ず
れ

か
の
措
置
を
講
ず
る
努
力
義
務
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
。

①
70
歳
ま
で
の
定
年
引
き
上
げ

②
定
年
制
の
廃
止

③
70
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度　

（
再
雇
用
制
度・勤
務
延
長
制
度
）

　
の
導
入

④
70
歳
ま
で
継
続
的
に
業
務
委
託

　
契
約
を
締
結
す
る
制
度
の
導
入

⑤
70
歳
ま
で
継
続
的
に
次
の
事
業

　
に
従
事
で
き
る
制
度
の
導
入

・
事
業
主
が
自
ら
実
施
す
る
社
会

　
貢
献
事
業

・
事
業
主
が
委
託
、
出
資（
資
金

　
提
供
）な
ど
を
す
る
団
体
が
行

　
う
社
会
貢
献
事
業

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
帯
広

　
　
　
　
　
　
☎
23
・
８
２
９
６

固
定
資
産
の
帳
簿
が

縦
覧
で
き
ま
す

　
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
は
、
知
識
が

　
十
分
で
は
な
い
お
子
さ
ん
が
、

　
不
用
意
に
違
法
・
有
害
サ
イ
ト

　
に
接
続
し
な
い
よ
う
制
限
す
る

　
機
能
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
事

　
件
・
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

　
よ
う
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

　
ど
に
は
必
ず
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

　
を
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ト
ラ
ブ
ル
事
例
集

　
実
際
に
起
き
た
ト
ラ
ブ
ル
の
事

例
を
も
と
に
、
予
防
法
と
対
策
法

を
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル

事
例
集
（
２
０
２
０
年
版
）」
に

ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

https://www.soum
u.go.jp/

m
ain_sosiki/joho_tsusin/

kyouiku_joho-ka/jireishu.
htm
l

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局

　
情
報
通
信
部
電
気
通
信
事
業
課

　
☎
０
１
１・７
０
９・２
３
１
１

　
雇
用
保
険
は
、
失
業
中
の
生
活

を
心
配
せ
ず
に
仕
事
探
し
に
専
念

し
、
1
日
も
早
く
再
就
職
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
失
業
等
給
付
を
支

給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度

で
す
。

満
18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
機
器
を
利
用
さ
せ
る

場
合
、
保
護
者
の
方
は
次
の
点
に

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
適
切
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

　
用
す
る

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
子
ど
も
た

　
ち
を
言
葉
巧
み
に
誘
い
出
し
、

　
事
件
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

　
れ
る
深
刻
な
事
件
が
発
生
し
て

　
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

　
関
す
る
知
識
や
情
報
モ
ラ
ル
、

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

　
親
子
で
身
に
つ
け
、
正
し
く
利

　
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
家
庭
の
ル
ー
ル
を
作
る

　
長
時
間
の
利
用
に
よ
る
ネ
ッ
ト

の
依
存
症
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
適
切
な
生
活
環
境
が
身
に
つ
け

　
ら
れ
る
よ
う
に
、
お
子
さ
ん
と

　
一
緒
に
話
し
合
い
、
ご
家
庭
の

　
ル
ー
ル
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
そ

　
の
際
、「
利
用
時
間
は
夜
９
時

　
ま
で
」
な
ど
具
体
的
に
決
め
る

　
こ
と
が
重
要
で
す
。

③
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
設
定
す
る

　
ま
た
、
雇
用
保
険
は
、
労
働
者

と
事
業
主
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
い
た
保
険
料
と
、
国
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
の
貴
重
な
税
金
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
働
い
て
い
る
事
実

を
申
告
し
な
い
な
ど
偽
り
ま
た
は

不
正
な
手
段
に
よ
り
、
基
本
手
当

や
特
例
一
時
金
な
ど
の
支
給
を
受

け
、
ま
た
は
受
け
よ
う
と
す
る
な

ど
不
正
受
給
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

一
部
の
受
給
者
に
よ
っ
て
不
正

な
受
給
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
雇

用
保
険
制
度
の
健
全
な
運
営
を
阻

害
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

も
し
不
正
受
給
を
す
る
と
、
最

大
で
不
正
に
受
給
し
た
金
額
の
３

倍
に
相
当
す
る
金
額
を
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
大
変
厳
し
い

処
分
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
雇
用
保
険
制
度
を
正
し
く
理
解

し
て
、不
正
受
給
を
未
然
に
防
ぎ
、

「
正
し
い
受
給
」
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
帯
広

　
　
　
　
　
　
☎
23
・
８
２
９
６

　
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し

人
口
が
減
少
す
る
中
で
、
経
済
社

会
の
活
力
を
維
持
す
る
た
め
、
働

国
民
年
金
の
任
意
加
入

制
度
に
つ
い
て

70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
確
保
の

た
め
の
法
律
が
改
正
さ
れ
ま
す

お
子
さ
ん
が
安
全
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
利
用
す
る
た
め
に

石
綿
を
含
ん
で
い
る
珪
藻
土

製
品
を
お
持
ち
の
方
へ

期
限
付
き
教
諭
を
募
集

し
て
い
ま
す

雇
用
保
険
　
正
し
い
受
給
で
　

確
か
な
就
職

8各課・施設の電話／メールアドレス →　産　業　課　☎ 52 − 2115　　sangyou@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　住民生活課　☎ 52 − 2112　　jyuumin@sarabetsu.jp

9 各課・施設の電話／メールアドレス →　建設水道課　☎ 52 − 5200　　kensetu@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　出　納　課　☎ 52 − 2113　　suitou@sarabetsu.jp

財
務
専
門
官
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ
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未来ある大切な命のために
　２月 18日 ( 木 )、更別中央中学校の２年生が、性
の多様性と人権意識について学びました。
　授業では、子育て応援課の中谷良子助産師が講師を
務め「命の誕生と性～どこまで知っていますか？～」
と題して、生命の始まりやその重さ、思春期における
体や心の変化、男女を単純に区別できるものではなく
さまざまな要素がからみ合う「性」の多様性などにつ
いて話題を展開。

　未来の命のために正しい知識を身に付け、自分自身
はもちろんお互いのことを良く知り大切にするという
人権意識を持ち、適切に判断することの重要性につい
て、自身の助産師としての経験を交えながら解説して
いました。
　生徒たちは真剣な眼差しで耳を傾け、授業後には「今
日聞いた話を大切にしてこれからを過ごしていきたい
と思いました」と話していました。

●問い合せ
　教育委員会事務局社会教育係　☎ 52-3171

総合誌さらべつ
編集委員を募集中

　村では、毎年３月に発行する村文化の集大成「総
合誌さらべつ」の製作を行う編集委員を募集してい
ます。

■任期
　令和４年３月 31日まで
■会議
　年６回程度開催
■経費
　編集委員会計で負担
■対象者
　村内在住者
■応募期限
　４月 16日 ( 金 )

あなたのアイデアを活かしてみませんか？ 　『JICA国際協力中学生・高校生エッセイコンテス
ト 2020』で、更別中央中学校が３年連続の特別学
校賞を、山角茉里さん ( ２年 ) が国内機関長賞を受
賞しました。２月19日 (金 )にJICA北海道(帯広 )
の沢田博美代表が同校を訪れ、賞状と記念品を手渡
しました。
　山角さんは『水の恵み』と題し、飲み水の衛生問
題を知り、水が常にきれいな状態で得られる必要性
を知ってもらいたいと感じ、その想いを記しました。
　賞を受けて「作品を評価していただき素直に嬉し
いです」と話していました。

左から林中朱里さん (３年 )、松野壱晴さん (３年 )、
山角さん、沢田代表

JICAエッセイコンテストで受賞

児童文学・学習書ほか

え ほ ん新 着 図 書 案 内

更別村農村環境改善センター図書室だより 開館時間　９時 30分〜 18 時 00 分

休 館 日　火曜日および祝祭日 ( 日・月・土以外 )

住 所　更別村字更別南２線 96番地 11

　　　　　農村環境改善センター内

電 話　52− 3171本ごよみ本ごよみ

文学・一般書

今月の展示

■一般書コーナー

　『入学・入園準備の本』

■児童書コーナー

　『春の絵本』

　『入学・入園の絵本』

『「いいね！」の魔力』

ゆうき　ゆう／著

SNS に夢中になる理由

を解説し、承認欲求と

の上手な付き合い方を

教えてくれる１冊。

今月のおすすめ本

進学や就職などにより、十勝管外へ引っ越しされる

方は、貸出図書と図書利用者カードをご返却くださ

い。十勝管内へ引っ越しされる方は、新住所が確認で

きる身分証をご持参の上、図書室にて図書利用者カー

ドの住所変更手続きをお願いします。

転居に関わるお願い

10各課・施設の電話／メールアドレス →　議会事務局　☎ 52 − 2117　 gikai@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　農業委員会　☎ 52 − 2116　　nougyou@sarabetsu.jp

11 各課・施設の電話／メールアドレス →　保健福祉課　　　　　☎ 53 − 3000　　hoken@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　国民健康保険診療所　☎ 52 − 2301　　shinryousyo@sarabetsu.jp

今月の読みきかせ

3 月 20 日 ( 土 )　11 時 00 分〜 11 時 30 分

■『What a Bad Dog! 』

　 ( 英語で読みきかせをします )

■『まさかさかさま』

コ
コ
ロ
屋

つ
む
ぎ
の
な
や
み

(

梨
屋
ア
リ
エ)

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の

サ
バ
イ
バ
ル
２

(

洪　
　

在
徹)

日
本
を
つ
く
っ
た
42
人　

(

設
楽　

幸
生)

脳
の
な
か
の

び
っ
く
り
事
典

(

四
本　

裕
子)

我
々
は
、み
な
孤
独
で
あ
る

(

貴
志　

祐
介)

シ
ー
ク
レ
ッ
ト　

(

綾
辻　

行
人)

新
し
い
生
活　
　

(

曽
野　

綾
子)

え
に
し
屋
春
秋　

(

あ
さ
の
あ
つ
こ)

し
く
じ
り
か
ら
学
ぶ

13
歳
か
ら
の
ス
マ
ホ
ル
ー
ル

(

島
袋　

コ
ウ)

バ
ブ
ル　
　
　
　

(

山
口
ミ
ル
コ)

炉
辺
の
風
お
と　

(

梨
木　

香
歩)

医
師
に
な
る
に
は　

(

小
川　
　

明)

歯
科
医
師
に
な
る
に
は　

(

笹
田
久
美
子)

そ
れ
で
も
、幸
せ
に
な
れ
る

(

鎌
田　
　

實)

ち
よ
ぼ

加
賀
百
万
石
を
照
ら
す
月

(

諸
田　

玲
子)

全
国
御
城
印
大
図
鑑　

(

攻　

城　

団)

に
っ
ぽ
ん
の
美
し
い
民
藝　

(

萩
原
健
太
郎)

サ
イ
ト
別　

ネ
ッ
ト
中
傷
・

炎
上
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

(

清
水　

陽
平)

が
ろ
あ
む
し　
　

(

舘
野　
　

鴻)

だ
い
ぶ
つ
さ
ま
の

う
ん
ど
う
か
い

(

苅
田　

澄
子)

世
界
地
図
め
い
ろ
ブ
ッ
ク

(

サ
ム
・
ス
ミ
ス)

ご
め
ん
な
さ
い
！

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
！

(

ル
イ
ス
・

ス
ロ
ボ
ド
キ
ン)

お
お
き
く
な
り
す
ぎ

ち
ゃ
っ
た
じ
ゃ
が
く
ん

(

ま
る
や
ま
な
お)

ネ
コ
ノ
テ
パ
ン
ヤ　

(

高
木
さ
ん
ご)

ど
す
こ
い
ず
も
う

た
ま
ご
の
さ
と
の
ひ
み
つ

(

ア
ン
マ
サ
コ)

つ
な
ひ
き

(

ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ニ
ン
ガ
ム)

月
の
ふ
し
ぎ

は
じ
め
て
の
か
が
く
の
え
ほ
ん

(

お
お
ぬ
ま

た
か
し)
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自衛隊入隊予定者へエール

前列右から３人目が庄司さん

　陸上自衛隊に入隊を予定している庄司健流さん ( 本
町 ) の激励会が２月 25日 ( 木 ) に役場で開かれました。
　庄司さんの両親や自衛隊の関係者などが見守る中、村
自衛隊協力会の本多芳宏会長が「本村から４年ぶりの入
隊となり、大変歓迎しています。多岐に渡る活動に対し
使命感を持って活躍してくれることを期待しています」
とあいさつ。続いて西山村長が「新たな一歩を踏み出す
ことを心から祝福します。責任と誇りを持ち、信頼され
る自衛官となるよう頑張ってください」と激励しました。
出席者からの激励を受け、「厳しい環境に身を置いて

成長し、村の代表として胸を張れる隊員になりたいです」と決意を話してくれた庄司さん。４月より一般曹候補生
として約半年間教育訓練に臨んだ後、正式に配属される予定です。

【自衛官などの募集のお知らせ】　※必要な資格など詳しい内容の問い合せ　自衛隊帯広募集案内所　☎ 23-8718
募集種目 応募資格 受付期間 試験日

幹部候補生
（一般・飛行要員・
 歯科・薬剤科）

一　般　22歳以上26歳未満
( ※第２回は飛行要員を除く )
歯　科　20歳以上30歳未満
薬剤科　20歳以上28歳未満

【第１回】
４月28日(水)まで

１次　５月８日(土)　※飛行要員は８日・９日(日)
２次　６月８日(火)～14日(月) の指定する１日

【第２回】
６月18日(金)まで

１次　６月26日(土)
２次　８月２日(月)～８日(日) の指定する１日

一般曹候補生 18歳以上33歳未満 ５月11日(火)まで １次　５月22日(土)
２次　６月18日(金)～７月４日(日) の指定する１日

予備自衛官補
(一般・技能 )

一　般　18歳以上34歳未満
技　能　18歳以上55歳未満 ４月９日(金)まで ４月17日(土)～21日(水) の指定する１日

新型コロナウイルス感染症に関する情報
　３月～４月の進学や就職、転勤に伴う人の移動や会食機会の増加による感染拡大を防止するため、また、ワクチ
ン接種に向けて医療提供体制への負担を更に軽減するためにみなさんのご協力をお願いします。

◆感染リスクを回避する行動の徹底　※３月１日 (月 ) 時点の情報です
・緊急事態宣言の対象地域との不要不急の往来を控える。
・できる限り同居していない方との飲食を控える。
・高齢者や基礎疾患を有する方など重症化リスクの高い方や重症化リスクの高い方と接する方は、マスクの着用や　
　手洗いなど感染リスクを回避する行動を徹底する。

学
校
生
活
の
思
い
出

　
　
　
　
３
年
Ａ
組　
横
田　
康
平

　

更
別
農
業
高
校
に
入
学
し
て
か
ら

あ
っ
と
い
う
間
の
３
年
間
で
し
た
。

　

入
学
し
た
頃
は
右
も
左
も
わ
か
ら

ず
、
不
安
な
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す

が
、
新
し
く
出
会
っ
た
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
と
協
力
し
、
少
し
ず
つ
環
境
に
も

慣
れ
て
き
ま
し
た
。
学
校
祭
や
見
学

旅
行
な
ど
色
々
な
行
事
が
良
い
思
い

出
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

農
業
実
習
や
休
み
時
間
に
ふ
ざ
け

合
っ
た
日
常
も
忘
れ
る
こ
と
は
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
勉
強
や
部
活
、
遊
び

や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
更
別
村
の
方
々
に
も
支
え
て
い

た
だ
き
、
充
実
し
た
３
年
間
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

３
年
Ｂ
組　
平
塚　
風
汰

　

と
う
と
う
卒
業
で
す
。
３
年
間
は

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
更
別
農
業

高
校
に
入
学
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と

関
わ
り
、
影
響
し
合
い
、
共
に
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
生
徒
会
執
行
部
と
し
て
、
会

長
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
生
徒
会
執
行

部
で
重
ね
た
話
し
合
い
、
生
徒
間
ト

ラ
ブ
ル
で
の
取
り
ま
と
め
な
ど
の
経

験
か
ら
得
た
も
の
は
と
て
も
大
き

く
、
今
後
の
生
活
に
活
か
せ
る
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
担
任
で
あ
る
首
藤
先
生
、

私
の
高
校
生
活
を
全
力
で
支
え
て
く

だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
迷
惑
ば
か
り
か
け
て
い
ま
し
た

が
、本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

楽
し
い
３
年
間
で
し
た
。

❷
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
の
取
り
組
み

❸
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

❹
農
村
地
区
光
フ
ァ
イ
バ
整
備
事
業
の
工

　

事
日
程

に
つ
い
て
、
各
担
当
課
よ
り
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん

か
ら
左
記
の
内
容
を
中
心
に
、
村
政
全
般

に
関
す
る
87
項
目
の
ご
質
問
や
ご
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
大
切
な
説

明
内
容
の
確
認
や
村
へ
の
ご
要
望
、
ご
提

案
で
あ
り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

○
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
に
つ
い
て(
実
現
性
、

　

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、
個
人
情
報

　

流
出
の
懸
念
、
同
意
書
の
提
出
、
ス
マ

　

ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
操
作
の

　

１
月
13
日(

水)

か
ら
２
月
１
日(

月)

ま
で
の

期
間
、
令
和
２
年
度
の
村
行
政
区
懇
談
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
回
も
、
農
村
地
区
、
市
街
地
の
計
14
箇

所
で
開
催
し
、
多
く
の
住
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
談
会
の
内
容
は
、

❶
令
和
３
年
度
の
主
な
事
業
予
定

令
和
２
年
度
の
行
政
区
懇
談
会
を
実
施

　

中
学
生
の
海
外
研
修
事
業
の
実
施
予

定
、
人
材
育
成
事
業
の
実
施
の
経
過)

○
公
共
施
設
に
つ
い
て(

行
政
区
会
館

　

の
屋
根
改
修
、
共
同
墓
地
の
ア
ン
ケ

　

ー
ト
結
果
と
今
後
の
対
応
、
診
療
所

　

の
発
熱
外
来
、
ど
ん
ぐ
り
公
園
の
遊

　

具
改
修
、
空
き
家
対
策
、
道
の
駅
へ

　

の
電
気
自
動
車
充
電
器
の
設
置)

　

今
回
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
や

ご
要
望
、
ご
提
案
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り
に
し
っ
か

り
と
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
大
変

ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
懇
談
会
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

高
齢
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り

　

組
み)

○
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て(

光
回
線
の
申
し
込
み
、
光

　

回
線
と
防
災
無
線
の
連
携
、
既
存
の
無
線
通
信
の

　

対
応
、
キ
ャ
リ
ア
５
Ｇ
の
設
置
状
況
と
エ
リ
ア
、

　

村
道
や
道
道
の
拡
幅
・
改
修
、
橋
梁
の
補
修
・
拡

　

幅
、
旧
防
火
水
槽
の
安
全
対
策
、
浸
透
桝
の
定
期

　

清
掃
、
除
雪
の
管
理
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
分

　

別
表
記)

○
産
業
に
つ
い
て(

大
型
明
渠
排
水
の
事
業
進
捗
状

　

況
、
新
規
就
農
者
事
業)

○
保
健
福
祉
に
つ
い
て(

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発

　

生
時
の
対
応
・
ワ
ク
チ
ン
の
状
況
、
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構

　

想
の
実
施
計
画
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置)

○
教
育
に
つ
い
て(

認
定
こ
ど
も
園
の
検
討
状
況
、

各課・施設の電話／メールアドレス →　教育委員会　　☎ 52 − 3171　　kyoui@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　子育て応援課　☎ 53 − 3700　　kosodate@sarabetsu.jp

13 各課・施設の電話／メールアドレス → とかち広域消防事務組合更別消防署 ☎ 52 − 2201　　syoubou@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　ふるさと館　　　　　　　　　　☎ 52 − 2211　　furusato@sarabetsu.jp
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87
項
目
に
わ
た
る

ご
意
見
・
ご
要
望
・
ご
提
案

み
な
さ
ん
の
貴
重
な
声
を
村
政
に

活
か
し
て
い
き
ま
す
！
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総人口

3,153 人
（＋ 2人）

男性

1,550 人
（± 0人）

女性

1,603 人
（＋ 2人）

世帯数

1,339世帯
（＋ 7世帯）

　いつもニコニコ、チャレンジ精神

旺盛な次男のあやとです。

大好きなお兄ちゃんの後ろをトコト

コついて歩いて隣に座ってまねっこ。

これからもあやとの可愛い笑顔と仕

草でみんなをハッピーにさせてね！

　　　　　　　　　　　年史・朱里

森も
り

　
　
絢あ
や
都と

く
ん

令
和
2
年
3
月
25
日
生

更
別
区

地域安全ニュース

■更別村の交通死亡事故死ゼロ記録

　978 日 (2 月 28 日現在 )

■地域安全運動のお知らせ

　北海道内で警察官をかたりキャッシュカード

の提出を求める電話が複数報告されています。

　警察官がキャッシュカードの提出を求めたり

暗証番号を聞き出すことはありません。このよ

うな電話が来たときには詐欺を疑い、ご家族や

警察に相談しましょう。

戸籍の窓口

誕生おめでとう

髙
たか
野
の
柊
しゅう
吾
ご
 くん　　(更南区）篤人・愛

若
わか
原
はら
　　百

もも
　 ちゃん　(本　町）拓・蘭

田
た
中
なか
芽
め
依
い
 ちゃん　(平和区）啓道・叶女

関
せき
根
ね
希
のの
華
は
 ちゃん　(曙　町）清久・泉

東　藤　道　子 さん（勢雄区）90歳
尾　形　国　雄 さん（勢雄区）68歳

成年後見制度に関する連続講演会・映画上映会　第５回
「『認知症』から社会のあり方を考える」

　『ボクはようやく認知症のことがわかった』は、認知症の専門医として長年第一線で活躍された長谷川
和夫さんが、自身が認知症を発症し症状が進行する自分を客観的に見つめ、何を思い、どう感じているか、
当事者となって初めて分かったことを語った１冊です。共著者の猪熊さんは、国内外の認知症に関する制
度を何年にもわたり取材し、そして長谷川さんを取材してきたジャーナリストとして、これまで一般に受
け止められていた認知症になった方と取り巻く方々の接し方ではどのように尊厳が守られていないのか、
最新の解説とともに浮かび上がらせています。
　講演会の後には、第１回「成年後見制度の現場から」で報告いただいた鹿追町権利擁護コーディネーター
の山本進さんとともに、過疎地からの視線を交えての「社会と認知症」および成年後見制度の今、限界と
課題をめぐって討論会を開きます。

●問い合せ　村社会福祉協議会　☎ 53-3500

講師　猪熊律子さん(読売新聞東京本社編集委員)
日時　３月27日(土 )　13時30分～15時30分(開場　13時00分)
会場　社会福祉センター大ホール(入場無料)
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